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（１）目的

マダラは，網走支庁管内において主に沖合

い底曳き網（以下，沖底と称す）漁業の重要

な漁獲対象資源である。そのため，本海域に

おけるマダラ資源の動向を把握する。

（２）経過の概要

本調査は，「資源評価調査（受託試験研究費：

全額国費)」と共同である。また，マダラの資

源評価は中央水試と北水研が行っているため，

本調査で得られたデータはそれぞれ中央水試と

北水研に送られ，資源評価の基礎データとして

使用されている。

沖底漁獲量は，「北海道沖合底曳網漁業漁場

別漁獲統計」の中海区「オコック沿岸」を集計

した。沿岸漁獲量は，「漁業生産高統計」の宗

谷支庁猿払漁協から網走支庁ウトロ漁協までを

集計した（詳細は表1参照）。ただし，2007年

度は暫定値である。また，網走漁協の協力を得

て，市場庭帳から沖底漁業の銘柄別漁獲量を集

計した。

また，2007年12月に網走港に水揚げされたマダ

ラの生物測定を行った。

（３）得られた結果

ア 漁獲量の推移

本海域のマダラ漁業は，その漁獲のおよそ7

0％以上を大臣許可の沖底漁業が占めている（表

1，図1）。ただし，1987年は例外的に53％程度

であった。1965年以降の沖底の漁獲量は，681

～4,460トンの間で推移しており，最近では199

5年以降減少傾向が見られ，2003年以降は1,000

トン前後で推移している。2007年の漁獲量は1,

608トンであった。

沿岸漁業の漁獲量は，72～857トンの間で推

移し，2004年以降の漁獲量は400トン以下で推

移している。2007年の漁獲量は262トンであっ

た。

漁獲量の多い沖底漁獲量について，網走漁協

の市場庭帳から銘柄別のマダラ漁獲量を集計

し，表2に示した。2007年の網走における銘柄

別漁獲量はバラが484トンで最も多かった。

イ 漁獲物組成

2007年12月に網走漁協の沖底（かけまわし）

で漁獲されたマダラについて，生物測定を行っ

た。漁獲物の全長範囲は32～112㎝台の間にあ

り，モードは44㎝台であった（図2）。




